
当院でのID-LINKの活用と
今後の展望について

2023年12月2日

医療・介護連携ID-Link活用推進研修会
函館稜北病院 総合診療科 川口 篤也



函館を舞台にした在宅医療の漫画



函館稜北病院

•急性期・地域包括ケア病床 54床

•回復期リハビリ病棟 48床

•リハビリ科4人、総合診療科4人、内科4人(2023/11月現在)



当院でのID-LINK活用
① 転院前の情報収集 ② 紹介した後の経過フォロー



医師記録参照できる



当院でのID-LINK活用





当院でのID-LINK活用





当院でのID-LINK活用





当院でのID-LINK活用
③ 訪問診療で訪問看護、薬局、リハ技士などとのやりとり



訪問看護師



薬剤師



医師からの指示も記録に残せる



訪問リハビリ



鍼灸師さんも！



写真はものすごい助かる





今後の展望

• 医師記録を公開していない病院を無くしたい
→稜北病院も公開していなかった！→近いうちに公開します

• ケアマネさん、施設職員、介護従事者の参加を促したい



新しいものを導入するのは面倒です！(わかります)

•使いこなすと便利＋患者、利用者さんの利
益につながります

＊函館価格で値段が安い！？



今後の展望

フェシスシートの充実・活用





チャット機能をどうするか

良い面と
悪い面が



注意点

• 情報量が増える

• 情報を処理する時間がかかる

• 入力したけど読まれていなかった

• すべての情報に目を通すことが可能か

• 絶対見て欲しい情報を見逃さないためには？

→メール通知機能あり(複数医師などで当番にしているところは現実的ではない）

• それぞれのところでのルール化が必要



最大の注意点

プライバシーへの配慮



業務上必要なこと以外はリンクを開けない

我々のモラルが問われています



患者の利益
それが一番大事

• 患者、利用者の利益を第一に考え、効率よく情報のやり取りをして
患者ケアに結びつけ、地域全体のケアがより良いものになっていくこと
を願います



ありがとう 
ございました
ATSUYAKAアットGMAIL.COM
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